
＝ 規程集 ダイジェスト版 ＝

公益社団法人つくば市シルバー人材センター

シルバー人材センターでは、あなたのライフスタイルに合わせたお仕事や

社会参加活動をサポートしています。

あなたの経験や知識・技能を活かして、私たちと一緒に働きませんか？

働くよろこびを
わかちあう

ともに社会につながって、生きがいあるシニアライフを！
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－センターの基本理念－  

みみんんななでで話話しし合合っってて決決めめるるんんだだよよ！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

センターの仕事は・・・ 

① 公益的な仕事を主目的としています。 

② センターが発注者からの仕事を受注し、会員がそれに従事します。 
③ 契約はセンターと発注者との間で行い、センター・会員・発注者のあいだ

に雇用関係はありません。主に請負と委任の就業形態があります。 
④ センターが受注した仕事に対しては、すべてセンターの責任で行います。 
⑤ 会員の仕事の実績に対して、報酬(配分金)が支払われます。 
⑥ 仕事中のケガや事故については、センターが加入している団体傷害保険で

対処します。ただし事故の原因や規模により対処が困難な場合もありま

す。 
⑦ センターは受注した仕事を会員の希望、能力に応じて提供しますが、あく

まで臨時的・短期的な仕事で一定の就業日数や収入の保証はできません。 
⑧ 請負・委任のほかに、茨城県シルバー人材センター連合が派遣元事業主と

なる派遣事業があります。派遣事業では、報酬は賃金となり、労働関係法

が適用になります。 

 

自 主 
みずから創意工夫して 

自分たちのものとして考える 

 

自 立 
仕事・運営・仕事の創出・受注

に努力しセンターを育てる 

共 働 
みんな平等で 

ともに仲良く働く 

 

共 助 
仕事を分かち合い 

互いに助け合う 

 

会会員員はは、、良良識識、、責責任任、、自自覚覚ををももっってて  

行行動動すするるここととがが望望ままれれまますす。。  

 

1

－はじめに－ 

 
この小冊子は、つくば市シルバー人材センター（以下

「センター」という。）の基本的な考え方を説明したもので

す。会員の皆さんが、この冊子の内容をご理解いただき、

会員としての「誇りと責任」を自覚するとともに、仕事や

各種ボランティア活動を通して地域社会に貢献し、センタ

ーの発展に寄与することを願っています。 

 

  

セセンンタターーのの目目的的  

    高齢者が元気で就業することにより、いきがいの充実と福祉の増進を図ると

ともに、活力ある地域社会づくりに寄与します。 

 

  そそのの特特徴徴はは、、  

・ 高齢者にふさわしい仕事を、一般家庭・事業所・公共団体から引き受け、 

会員に提供します。 

・ 自主的な会員組織で、会員がセンター組織や事業の運営に参画します。 

・ 就業や収入の保証はありませんが、各人の希望と能力に応じた働き方がで

きます。 

・ 元気な高齢者が社会参加することで、若い世代の子育てを支援し、また、

支援を必要とする高齢者を支えます。 

・ 高齢者の能力、技術向上のために講習会・研修会を実施します。 

・ 公共施設のボランティア（除草・清掃・ゴミ収集など）を実施して、地域

社会に貢献します。 

 

      センターは、平成２４年４月１日より公益社団法人に認定されま

した。これにより、公益的な事業運営の方向が明確になりました。  

会員の皆さんには、より多くの社会貢献を果たすことが望まれます。 
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 内容は、センターの基本理念、接客接遇、安全等についてです。 

 

－登録と義務－ 

みみんんななおおいいででよよ！！  
 

入会を希望される方は、以下の要件を満たす必要があります。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

※ 審査に合格された方には、月末までに連絡します。 

入会手続きの必要書類と初年度会費を納入していただきます。 

               
会員の遵守事項 

 ・「安全はすべてにおいて優先する」を基本にして、通勤途上、就業中の安全に努めます。 

 ・事務局と協力し、仕事の開拓・確保に努めます。 

 ・仕事は内容をよく理解したうえで引き受け、責任を持って誠実に履行します。 

 ・発注者と直接仕事の契約はしない。発注者から契約以外の仕事を要求された場合は、すみやか 

  に事務局に連絡します。 

 ・健康管理を心がけ、体調が悪い状態で就業しない。 

 ・仕事上で知り得たことについて、守秘義務を負います。 

 ・センター事業の趣旨・目的をよく理解し、仕事や活動を通じて地域社会に貢献します。 

 

センターは会員の自主運営組織です 
 ・総会（年次）への参加／総会は会員の意思決定機関です。 

 ・各種講習会・研修会への参加／技術や接客・接遇などの向上に役立てられます。 

 ・地域集会・ボランティア活動／会員同士の交流を通して社会貢献に参加します。 

 ・健康診断書(コピー)の提出／年に１回、健康診断を受けて下さい。 

 ・年会費と保険料の納入／毎年５月、会員指定の口座(常陽銀行)から自動引き落としになります。 

内訳）年会費 1,500 円＋保険料 1,300 円 計 2,800 円  

         ※10 月以降入会の場合は年会費 750 円になります／保険料：団体傷害保険の加入料 

  

定期的な講習会 
① 剪定講習会(春季：5 月／冬季：1 月)／春季講習会は剪定技能ランク判定審査会を兼ねます。 

② 草刈り講習会(１０月)／草刈り技能ランク判定審査会を兼ねます。   

③ リフレッシュ講習会(年２回)  

④ 新入会員講習会(年２回) 

そのほかの講習会については、事務局だよりやホームページ等でお知らせいたします。 

●市内在住、おおむね６０歳以上、健康で働く意欲のある方 ( 未就業の方 ) 

●シルバー人材センターの趣旨に賛同した方 

●入会説明会で説明を受け、入会申込書を提出した方( 入会承認が必要です ) 

●会費を納入していただける方 

 

説明会 面 接 審 査 入 会 
入会

手続  

3

事事務務局局  

《《  事事務務機機関関  》》  

 

－組織のことー 

ここんんなな集集ままりりだだよよ！！   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会会  員員  
正正会会員員・・シシルルババーー悠悠々々((ゆゆううゆゆうう))会会員員・・特特別別会会員員  

会会員員ととししてて                          

・就業を通じて社会参加 

・地域社会を支える 

・健康と生きがいを得る 

大穂 

地区 

豊里 

地区 

桜 

地区 

谷田部 

地区 

筑波 

地区 

茎崎 

地区 

 

★地区組織／同じ地区の会員 

・会員同士の親睦と連携の高揚 

・仕事開拓と事務局や他地域との連携 

総総  会会  

《《  最最高高意意思思決決定定機機関関  》》  
 ・センターの運営方針の決定 

 ・事業計画、事業報告 

 ・予算・決算         

 

安 

全 

委 

員 

会 

就
業
開
拓
委
員
会 

適
正
就
業
委
員
会 

 

ラ
ン
ク

審
査
委
員
会 

女
性
活
躍
委
員
会 

広

報

委

員

会 

理理  事事  会会  

《《  執執行行機機関関  》》  

・総会の決定に従いセンター運営を行う 

・運営上必要な事項を決定し、執行する 

 

監監  事事  

《《  監監査査機機関関  》》  

・業務執行監査 

・会計監査 

地区統括 

部会 
事業部会 総務部会 

地 

区 

委 

員 

会 

懲

戒

審

査

委

員

会 

理
事
及
び
監
事
候
補
者
選
考
委
員
会 

資
産
等
取
得
・
導
入
検
討
委
員
会 
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－仕事の種類－ 

ここんんなな仕仕事事ががああるるよよ！！  
みなさんの培ってきた経験・知識・技能が、 

いろいろな場所で活かせます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事は、「事務局だより」(毎月 15 日発行)やホームページで案内しています。 

会員の希望・問合せや、事務局からの紹介でも就業できる場合があります。 

 

 

 

◆ 一般作業分野 

除草・草取り 

屋内外清掃 

調理作業(皿洗いなど) 

◆ 技能分野 

障子・ふすま・網戸の張替え 

庭木などの剪定 

大工仕事など 

ど 

◆ 管理分野 

施設管理 

建物管理(ビル、マンション清掃など) 

駐車場・駐輪場管理など 

 

◆ 技術分野 

補習教室講師 

パソコン指導など 

 

◆ 事務分野 

受付事務など 

 

 

◆ 折衝外交分野 

販売員など 

 

 

◆ サービス分野 

家事援助(すけっとくん・ハウスクリーニング含む) 

福祉補助(病院・介護施設業務支援) 

育児支援サービスなど 

 

 

◆ 独自事業  

 

自転車部会 

子育て支援「きずな」 

 

 

5

－請負・委任、派遣－

就業のしくみ

就業の制限 就業報告書の提出 配分金

会員が広く就業の機会が得られるよう

に就業に制限を設けています。

① 日数：月 10 日程度

② 時間：月 80 時間以内

③ 同一場所での就業：5 年迄

就業報告書は配分金の基となる大切

な書類です。毎月の作業終了後、必

ず翌日５日までに事務局に提出して

下さい。期日が過ぎると、翌月以降

の支払いとなります。

就業の報酬は、就業報告書にもとづ

く「配分金」として翌月 25 日に会

員指定の口座に振り込まれます。作

業内容により配分金・交付金は異な

ります。

※

※発注者の指揮命令を必要とする仕事や、

発注者が就業人数や就業日数・時間を決

定する仕事などの場合。(シルバー人材セ

ンター連合会による事業です)
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みなさんの培ってきた経験・知識・技能が、 

いろいろな場所で活かせます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事は、「事務局だより」(毎月 15 日発行)やホームページで案内しています。 

会員の希望・問合せや、事務局からの紹介でも就業できる場合があります。 

 

 

 

◆ 一般作業分野 

除草・草取り 

屋内外清掃 

調理作業(皿洗いなど) 

◆ 技能分野 

障子・ふすま・網戸の張替え 

庭木などの剪定 

大工仕事など 

ど 

◆ 管理分野 

施設管理 

建物管理(ビル、マンション清掃など) 

駐車場・駐輪場管理など 

 

◆ 技術分野 

補習教室講師 

パソコン指導など 

 

◆ 事務分野 

受付事務など 

 

 

◆ 折衝外交分野 

販売員など 

 

 

◆ サービス分野 

家事援助(すけっとくん・ハウスクリーニング含む) 

福祉補助(病院・介護施設業務支援) 

育児支援サービスなど 

 

 

◆ 独自事業  

 

自転車部会 

子育て支援「きずな」 

 

 

5

－請負・委任、派遣－

就業のしくみ

就業の制限 就業報告書の提出 配分金

会員が広く就業の機会が得られるよう

に就業に制限を設けています。

① 日数：月 10 日程度

② 時間：月 80 時間以内

③ 同一場所での就業：5 年迄

就業報告書は配分金の基となる大切

な書類です。毎月の作業終了後、必

ず翌日５日までに事務局に提出して

下さい。期日が過ぎると、翌月以降

の支払いとなります。

就業の報酬は、就業報告書にもとづ

く「配分金」として翌月 25 日に会

員指定の口座に振り込まれます。作

業内容により配分金・交付金は異な

ります。

※

※発注者の指揮命令を必要とする仕事や、

発注者が就業人数や就業日数・時間を決

定する仕事などの場合。(シルバー人材セ

ンター連合会による事業です)
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－シルバー保険について－ 

万万一一ににそそななええてて 
 

 

 

 

 

 

 

((11)) 団団体体総総合合保保障障制制度度保保険険((傷傷害害部部分分))    

 

《保険金をお支払いする場合》 

会員の皆さんが、次のような事故でケガ

をされた場合に保険金をお支払いします。 

●センターが提供した仕事に従事中の事故 

●センターの提供する仕事場所と会員の自

宅との通常経路中の事故 

●センター主催の講演会、会議、総会等に

出席中および通常経路中の事故 

 

※お支払いは保険会社との契約に沿って行われます。 

 

《 お支払いする保険金額 (例) 》 

死亡保険金 900 万円以内 (事故から 180 日以内) 

入院保険金 3,000 円／日(180 日を限度) 

通院保険金 2,000 円／日(90 日を限度) 

  

 

 

 

 

 

 

 

((22)) 賠賠償償責責任任保保険険  

  

《保険金をお支払いする場合》 

●会員が仕事中に、あやまって他人の身体

や財物に損害を与えた場合 

●センターが引き受けた仕事の結果が原因

で他人の身体や財物に損害を与えた場合 

●会員が仕事の一環として管理・使用中の

他人の財物が、偶然の事故によって減失・

損傷汚損し、また、紛失・盗取された場合 

 

※お支払いは保険会社との契約に沿って行われます。 

 

《 お支払いする補償金額 (例) 》 

対人賠償 1 名 3,000 万円 

対物賠償 1 事故 1,000 万円 

自己負担金 1 事故につき 1 万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《《  おお支支払払いい事事例例  》》  

⇒⇒  おお支支払払いいのの対対象象ととななりりまますす。。  

※ 大工仕事中、盆栽を壊してしまった。 

※ 機械修理ミスにより、それが原因で機械

が破裂し、他人に怪我をさせた。 

※ 草刈り作業中、小石が飛び駐車中の車を

傷つけた。 

 

⇒⇒  おお支支払払いいのの対対象象ににははななりりまませせんん。。  

※ 決められた作業 (飛散防止ガードネット

など) の遵守事項を守らないで駐車中の

車を傷つけた。 

 

補償内容については、センターが契約する保険会社に

より若干変更になる場合があります。 

7

          

－作業の安全－ 

ななにによよりりもも安安全全最最優優先先だだよよ！！  
センターは、「安全は、すべてに優先します」の基本理念をもとに、 

会員が健康で安全に就業できるよう、意識の向上と健康維持の促進をめざしています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急がない・あわてない 

●●時時間間とと気気持持ちちにに余余裕裕！！  

作業まえに道具の点検 

●●準準備備万万端端にに！！  

服装・はきものは、 

動きやすいものに 

●●準準備備万万端端にに！！  

身体をほぐす準備体操 

●●作作業業にに合合っったた体体操操！！  

自分を過信せず、 

無理はしない 

●●重重いいももののはは台台車車でで！！  

現場は常に整理・整頓 

●●安安全全作作業業のの基基本本でですす！！  

チームで働くときは、 

正確な合図と連絡で 

●●互互いいのの安安全全確確認認！！  

交通事故に気をつける 

●●左左右右のの安安全全確確認認！！  

健康に注意して 

良好な状態で働く 

●●定定期期健健診診はは必必ずず受受けけるる！！  

仕事の前日は、 

たっぷり睡眠 

●●気気力力・・体体力力のの充充実実！！  

【【  安安全全のの心心得得  】】  

会員の皆さんに共通して大切なことは、「仕事を仲間と分かち合ってなかよく就

業すること」と、安全の確保は最優先の課題である」ということです。事故から

身を守るために、会員ひとりひとりが、安全は自分の問題として取り組む、つま

り「安全＝自己管理」という意識をもつことです。 

１ 

2 

３ 

４ 

５ 

6 

7 

8 

9 

10 

作作
業業
安安
全全
就就
業業
基基
準準
をを
守守
るる
ここ
とと
はは
、、  

会会
員員
のの
義義
務務
でで
すす
。。  
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Vol.026 より

→

広報誌きずな

Vol.027 より

→

広報誌きずな

Vol.027 より ↓

広報誌きずな

Vol.030 より ↓

！
物
り
贈
も
年
今

小
、
ら
か
前
年
数
は
で
会
員
委
躍
活
性
女

を
物
り
贈
の
袋
着
巾
る
れ
入
を
ど
な
箸
お
や

2
月
27

今
、
日

の
郷
上
、
崎
沼
、
島
鹿

3

入
に
校
学
小
の
つ

い
わ
か
、
に
名
0
4
1
員
全
生
入
新
る
す
学

の
い
祝
お
、
み
包
を
袋
着
巾
で
紙
装
包
い
い

長
校
の
校
学
の
れ
ぞ
れ
そ
、
を
筒
封
た
え
添

。
た
し
ま
け
届
に
生
先

第
、
月
毎
が
志
有
の
員
会

1

第
、

3

日
曜
水

込
を
心
真
に
寧
丁
で
布
る
な
異
の
様
模
や
色

入学祝いを贈る女性会員たちと小学校校長

　

た
し
ま
り
い
れ
恐
』
！
寿
米
『

仕事中の佐藤さん

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
目
的

の
一
つ
は
、
高
齢
者
が
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
保
ち
、
健
康
で
、
労
働
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
社
会
の
た
め
に
働
く
手
助
け

を
す
る
こ
と
で
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
、
働

く
よ
ろ
こ
び
と
健
康
が
堅
く
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
す
。

　セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
長
期
的
な
仕
事
に

就
業
中
の
会
員
の
最
高
齢
者
は
、
こ
の
6
月

に
め
で
た
く
米
寿
（
満
88
歳
）
を
迎
え
た
佐

藤
淳
さ
ん
で
す
。

　佐
藤
さ
ん
は
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
つ
く

ば
駅
周
辺
の
駐
輪
場
の
利
用
状
況
調
査
の
業

務
で
月
に
5
〜
6
日
、
1
日
6
時
間
の
仕
事

に
就
業
し
、
3
年
目
で
す
。
66
歳
で
セ
ン
タ

ー
に
入
会
し
、
そ
れ
以
来
、
22
年
間
、
つ
く

ば
市
の
セ
ン
タ
ー
広
場
周
辺
の
駐
輪
場
の
管

理
、
放
置
自
転
車
の
調
査
な
ど
の
仕
事
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
く
ば
Ｔ
Ｘ
の
開
通
の

は
る
か
前
か
ら
の
就
業
で
、
セ
ン
タ
ー
広
場

周
辺
の
変
遷
を
逐
一
見
つ
め
て
き
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
健
康
で
若
々
し
く
、
と
て
も
88

歳
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
と
く
べ
つ
健
康
面
で

意
識
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

大
き
な
病
気
も
、
入
院
の
経
験
も
な
く
、
一

戸
建
て
の
自
宅
で
一
人
暮
し
、
自
炊
を
し
て

い
ま
す
。

　佐
藤
さ
ん
の
生
活
で
驚
く
こ
と
は
、
健
康

の
た
め
に
毎
朝
9
千
歩
程
を
早
足
で
散
歩

し
、
月
に
3
〜
5
回
ゴ
ル
フ
を
し
、
週
に
1

回
は
プ
ー
ル
に
行
く
そ
う
で
す
。
自
動
車
は

事
故
に
注
意
し
、
家
族
の
勧
め
に
よ
り
安
全

機
能
装
置
付
き
で
、
他
人
を
同
乗
さ
せ
な
い

こ
と
に
徹
し
て
い
ま
す
。ま
た
、『
怒
ら
な
い
』

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
違
法
駐
輪
自
転
車

へ
の
紙
貼
り
や
指
導
作
業
で
お
客
さ
ん
か
ら

苦
情
が
あ
っ
て
も
、
逆
に
「
さ
り
げ
な
く
諭

す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

な
い
の
も
『
年
の
功
』
、
い
や
、
佐
藤
さ
ん

の
人
柄
が
な
せ
る
業
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
、
い
つ
ま
で
も
頑
張
っ
て
下

さ
い
。
セ
ン
タ
ー
の
誇
り
で
す
。

　5
月
29
日
、
朝
は
あ
い
に
く
の
雨
。
そ
れ

で
も
8
名
が
大
穂
支
所
に
参
集
。
9
時
30
分

に
は
北
条
大
池
近
く
の
筑
波
総
合
体
育
館
を

出
発
し
、
山
口
第
2
コ
ー
ス
か
ら
宝
篋
山
山

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　雨
も
す
っ
か
り
止
み
、
涼
し
く
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
に
は
絶
好
の
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
コ
ー
ス
は
な
だ
ら
か
で
比
較
的
登
り

や
す
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
歩
い
て
み
る

と
か
な
り
き
つ
く
、
男
性
会
員
が
女
性
会
員

を
引
っ
張
り
上
げ
る
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　み
ん
な
大
汗
で
山
頂
に
到
着
。
４
６
１
m

と
い
う
低
山
な
が
ら
達
成
感
を
満
喫
、
ほ
ん

の
り
ま
る
く
感
じ
る
地
平
線
や
霞
ケ
浦
の
眺

望
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　下
山
で
は
足
を
滑
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
立

ち
木
を
つ
か
ん
で
慎
重
に
降
り
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
「
春
の
桜
の
時
期
に
ま
た
来
た
い

ね
」
と
の
話
も
出
て
、
こ
れ
は
恒
例
行
事
に

な
り
そ
う
な
予
感
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

大
穂
地
区
活
動
レ
ポ
ー
ト

　
﹇
宝
篋
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
﹈

宝篋山頂上にて

】
区
地
部
田
谷
【

2
月
18

度
年
今、
日

3

・
ト
プ
ダ
ア
の
目
回

）
園
公
（
子
里
が
）
員
会
（
親
里
、
え
増
次

。
す
ま
い
で
ん
喜
同
一
と
の
も
た
し
着

の
そ
、
ン
ワ
ン

に
ト
ス
ポ
は
他

位
順
に
順
い
近

げ
投
、
い
行
を

喜
一
に
び
た
る

者
賞
入
、
憂
一

か
や
さ
さ
は
に

ト
ン
ゼ
レ
プ
な

し
楽
、
り
あ
が

り
な
と
流
交
い

。
た
し
ま
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の
度
年
今
で
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下
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の
後
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が
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実
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。
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ま
し
席
出
が
名

方
の
検
点
守
保
の
機
り
刈
草
け
掛
肩
は
で
会
習

ら
さ
、
い
扱
取
な
切
適
の
で
業
作
り
刈
草
と
法

故
事
散
飛
の
物
異
の
ど
な
属
金
や
石
や
ガ
ケ
に

。
た
し
ま
り
あ
が
明
説
て
い
つ
に
策
対
止
防

わ
行
が
験
試
定
検
技
実
、
後
の
習
講
能
技

、
を
中
る
守
見
が
員
査
審
定
検
、
れ

16

の
名

験
試
う
払
り
刈
で
機
り
刈
草
け
掛
肩
を
草
雑

の
機
り
刈
草
は
定
検
能
技
。
た
し
ま
け
受
を

れ
ら
と
り
取
り
刈
に
い
れ
き
が
草
雑
、
い
扱

Ａ
ら
か
ど
な
況
状
行
進
の
業
作
、
か
る
い
て

れ
さ
定
判
が
否
合
の
へ
ク
ン
ラ
Ｂ
、
ク
ン
ラ

り
刈
草
で
ち
持
面
な
剣
真
は
者
験
受
。
す
ま

は
果
結
査
審
能
技
、
い
行
を
業
作

1

2
ケ

。
す
ま
れ
さ
表
発
に
後
月

は
定
剪
の
木
高
も
し
折

4

ま
決
と
下
以
ｍ

や
ガ
ケ
る
け
お
に
業
作
り
刈
草
に
ら
さ
、
り

い
て
れ
さ
告
報
が
生
発
の
故
事
傷
損
の
損
物

、
り
作
を
り
ま
決
、
則
規
な
う
よ
の
ど
。
す
ま

遵
で
場
現
業
作
も
て
し
施
実
を
会
習
講
全
安

ん
み
、」
餅
た
い
描
に
絵
「
ば
れ
け
な
れ
さ
守

事
、
一
第
全
安
『、
け
掛
心
を
業
作
全
安
で
な

。
い
た
い
ら
も
て
め
進
て
し
指
目
を
』
ロ
ゼ
故

に
志
有
員
会
性
女
、
は
会
員
委
躍
活
性
女

イ
種
各
、
を
品
作
り
作
手
な
ろ
い
ろ
い
る
よ

や
園
稚
幼
の
内
市
、
り
た
し
売
販
で
ト
ン
ベ

ま
い
て
し
援
支
を
動
活
る
す
附
寄
に
校
学
小

舎
庁
穂
大
、
た
ま
。
す

3

た
れ
さ
設
開
に
階

流
交
の
員
会
や
作
制
の
品
作
、
き
開
を
ル
ク

し
ら
晴
素
た
し
作
制
が
ん
さ
な
み
は
回
今

冬
る
な
く
寒
ら
か
れ
こ
、
ら
か
中
の
品
作
い

な
適
最
に
用
着
の
時
出
外
や
事
仕
ち
立
の
場

た
な
ど
も
て
い
履
で
分
自
、
く
か
温
と
ら
く

で
品
作
る
れ
ば
喜
も
て
し
ト
ン
ゼ
レ
プ
に
か

ぞ
品
も
ど
な
袋
手
や
子
帽
に
か
ほ
の
こ
。
す

、
は
方
の
望
希
ご
入
購。
す
ま
り
お
て
し
え
ろ

さ
島
成
3
2
0
9
―
5
2
1
1
―
0
9
0
☎

ち
待
お
。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
で
ま
ん

。
す
ま
り
お
て
し

草刈り技能実技講習会の様子

女性会員による手作り作品

　襖
・
障
子
張
り
は
植
木
の
剪
定
、
草
取
り

と
と
も
に
シ
ル
バ
ー
事
業
の
草
分
け
で
す
。

現
在
こ
の
事
業
に
従
事
し
て
い
る
寺
島
さ
ん

を
今
鹿
島
の
作
業
場
に
訪
ね
現
状
を
聞
き
ま

し
た
。

　作
業
場
は
廃
園
に
な
っ
た
幼
稚
園
の
教
室

を
利
用
し
、
寺
島
さ
ん
は
襖
張
り
替
え
作
業
、

も
う
一
人
の
会
員
久
保
田
さ
ん
は
障
子
張
り

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
寺
島
さ
ん
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
平
成
11
年
の
入
会
以

来
、
長
く
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
が
年
齢
的
に
仕
事
が
き
つ
く
な

り
、
7
年
前
か
ら
こ
の
事
業
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
当
時
は4

名
が
従
事
し
て
い
ま
し
た

が
、
や
め
た
会
員
の
補
充
が
な
か
な
か
難
し

く
、
事
業
が
継
続
す
る
か
が
悩
み
の
種
の
よ

う
で
し
た
。

　昨
今
、
畳
や
襖
、
障
子
が
な
い
家
が
増
え

て
来
て
い
ま
す
が
、
仕
事
は
十
分
に
あ
る
と

の
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
作
業
場

に
は
た
く
さ
ん
の
受
注
票
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
お
客
様
か
ら
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

技
術
と
信
頼
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
寺
島
さ
ん
は
修
理
が
好
き
で
、
健
康
で

働
け
、
喜
ん
で
く
れ
る
お
客
さ
ん
の
顔
を
見

る
の
が
楽
し
く
、
稼
ぎ
は
二
の
次
と
の
事
！

　襖
に
新
し
い
紙
を
張
り
素
手
で
表
面
を
柔

ら
か
く
触
れ
て
仕
上
が
り
具
合
を
確
認
す
る

作
業
が
印
象
的
で
、
技
術
の
高
さ
と
職
人
魂

が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。
何
と
か
多
く
の
後
継

者
が
現
れ
、
長
期
的
な
視
野
で
技
術
を
習
得

し
て
も
ら
い
、
こ
の
事
業
が
継
続
す
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

た
れ
さ
施
実
が
会
習
講
技
実
能
技
刈
草

！
中
売
販
を
品
作
り
作
手
な
き
て
す

況
現
の
り
張
子
障
・
襖

襖張り中の寺島さん
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！
物
り
贈
も
年
今

小
、
ら
か
前
年
数
は
で
会
員
委
躍
活
性
女

を
物
り
贈
の
袋
着
巾
る
れ
入
を
ど
な
箸
お
や

2
月
27

今
、
日

の
郷
上
、
崎
沼
、
島
鹿

3

入
に
校
学
小
の
つ

い
わ
か
、
に
名
0
4
1
員
全
生
入
新
る
す
学

の
い
祝
お
、
み
包
を
袋
着
巾
で
紙
装
包
い
い

長
校
の
校
学
の
れ
ぞ
れ
そ
、
を
筒
封
た
え
添

。
た
し
ま
け
届
に
生
先

第
、
月
毎
が
志
有
の
員
会

1

第
、

3

日
曜
水

込
を
心
真
に
寧
丁
で
布
る
な
異
の
様
模
や
色

入学祝いを贈る女性会員たちと小学校校長

　

た
し
ま
り
い
れ
恐
』
！
寿
米
『

仕事中の佐藤さん

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
目
的

の
一
つ
は
、
高
齢
者
が
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
保
ち
、
健
康
で
、
労
働
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
社
会
の
た
め
に
働
く
手
助
け

を
す
る
こ
と
で
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
、
働

く
よ
ろ
こ
び
と
健
康
が
堅
く
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
す
。

　セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
長
期
的
な
仕
事
に

就
業
中
の
会
員
の
最
高
齢
者
は
、
こ
の
6
月

に
め
で
た
く
米
寿
（
満
88
歳
）
を
迎
え
た
佐

藤
淳
さ
ん
で
す
。

　佐
藤
さ
ん
は
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
つ
く

ば
駅
周
辺
の
駐
輪
場
の
利
用
状
況
調
査
の
業

務
で
月
に
5
〜
6
日
、
1
日
6
時
間
の
仕
事

に
就
業
し
、
3
年
目
で
す
。
66
歳
で
セ
ン
タ

ー
に
入
会
し
、
そ
れ
以
来
、
22
年
間
、
つ
く

ば
市
の
セ
ン
タ
ー
広
場
周
辺
の
駐
輪
場
の
管

理
、
放
置
自
転
車
の
調
査
な
ど
の
仕
事
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
く
ば
Ｔ
Ｘ
の
開
通
の

は
る
か
前
か
ら
の
就
業
で
、
セ
ン
タ
ー
広
場

周
辺
の
変
遷
を
逐
一
見
つ
め
て
き
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
健
康
で
若
々
し
く
、
と
て
も
88

歳
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
と
く
べ
つ
健
康
面
で

意
識
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

大
き
な
病
気
も
、
入
院
の
経
験
も
な
く
、
一

戸
建
て
の
自
宅
で
一
人
暮
し
、
自
炊
を
し
て

い
ま
す
。

　佐
藤
さ
ん
の
生
活
で
驚
く
こ
と
は
、
健
康

の
た
め
に
毎
朝
9
千
歩
程
を
早
足
で
散
歩

し
、
月
に
3
〜
5
回
ゴ
ル
フ
を
し
、
週
に
1

回
は
プ
ー
ル
に
行
く
そ
う
で
す
。
自
動
車
は

事
故
に
注
意
し
、
家
族
の
勧
め
に
よ
り
安
全

機
能
装
置
付
き
で
、
他
人
を
同
乗
さ
せ
な
い

こ
と
に
徹
し
て
い
ま
す
。ま
た
、『
怒
ら
な
い
』

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
違
法
駐
輪
自
転
車

へ
の
紙
貼
り
や
指
導
作
業
で
お
客
さ
ん
か
ら

苦
情
が
あ
っ
て
も
、
逆
に
「
さ
り
げ
な
く
諭

す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

な
い
の
も
『
年
の
功
』
、
い
や
、
佐
藤
さ
ん

の
人
柄
が
な
せ
る
業
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
、
い
つ
ま
で
も
頑
張
っ
て
下

さ
い
。
セ
ン
タ
ー
の
誇
り
で
す
。

　5
月
29
日
、
朝
は
あ
い
に
く
の
雨
。
そ
れ

で
も
8
名
が
大
穂
支
所
に
参
集
。
9
時
30
分

に
は
北
条
大
池
近
く
の
筑
波
総
合
体
育
館
を

出
発
し
、
山
口
第
2
コ
ー
ス
か
ら
宝
篋
山
山

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　雨
も
す
っ
か
り
止
み
、
涼
し
く
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
に
は
絶
好
の
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
コ
ー
ス
は
な
だ
ら
か
で
比
較
的
登
り

や
す
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
歩
い
て
み
る

と
か
な
り
き
つ
く
、
男
性
会
員
が
女
性
会
員

を
引
っ
張
り
上
げ
る
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　み
ん
な
大
汗
で
山
頂
に
到
着
。
４
６
１
m

と
い
う
低
山
な
が
ら
達
成
感
を
満
喫
、
ほ
ん

の
り
ま
る
く
感
じ
る
地
平
線
や
霞
ケ
浦
の
眺

望
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　下
山
で
は
足
を
滑
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
立

ち
木
を
つ
か
ん
で
慎
重
に
降
り
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
「
春
の
桜
の
時
期
に
ま
た
来
た
い

ね
」
と
の
話
も
出
て
、
こ
れ
は
恒
例
行
事
に

な
り
そ
う
な
予
感
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

大
穂
地
区
活
動
レ
ポ
ー
ト

　
﹇
宝
篋
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
﹈

宝篋山頂上にて

】
区
地
部
田
谷
【

2
月
18

度
年
今、
日

3

・
ト
プ
ダ
ア
の
目
回

）
園
公
（
子
里
が
）
員
会
（
親
里
、
え
増
次

。
す
ま
い
で
ん
喜
同
一
と
の
も
た
し
着

の
そ
、
ン
ワ
ン

に
ト
ス
ポ
は
他

位
順
に
順
い
近

げ
投
、
い
行
を

喜
一
に
び
た
る

者
賞
入
、
憂
一

か
や
さ
さ
は
に

ト
ン
ゼ
レ
プ
な

し
楽
、
り
あ
が

り
な
と
流
交
い

。
た
し
ま

ゲームに興じるボランティア参加者の皆様

－会員の活動紹介－元気ではたらく仲間たち

広報誌きずな

Vol.025 より

←

広報誌きずな Vol.025 より ↓

センタは－、広報

誌「きずな」とホ

ームページで、会

員の活動状況を

お知らせしてい

ます。

↑

ホームページは

ここからアクセス

できます。

10

刈
草
の
度
年
今
で
園
公
畑
皆
、
旬
下
月

の
後
午
、
前
午
が
会
習
講
技
実
能
技

2

施
実
回

ク
ン
ラ
Ａ
中
い
寒
る
降
の
雨
霧
。
た
し
ま
れ
さ53

員
委
査
審
内
（
名

10

技
実
、
と
）
む
含
を
名

者
験
受
定
検

16

講
能
技
。
た
し
ま
し
席
出
が
名

方
の
検
点
守
保
の
機
り
刈
草
け
掛
肩
は
で
会
習

ら
さ
、
い
扱
取
な
切
適
の
で
業
作
り
刈
草
と
法

故
事
散
飛
の
物
異
の
ど
な
属
金
や
石
や
ガ
ケ
に

。
た
し
ま
り
あ
が
明
説
て
い
つ
に
策
対
止
防

わ
行
が
験
試
定
検
技
実
、
後
の
習
講
能
技

、
を
中
る
守
見
が
員
査
審
定
検
、
れ

16

の
名

験
試
う
払
り
刈
で
機
り
刈
草
け
掛
肩
を
草
雑

の
機
り
刈
草
は
定
検
能
技
。
た
し
ま
け
受
を

れ
ら
と
り
取
り
刈
に
い
れ
き
が
草
雑
、
い
扱

Ａ
ら
か
ど
な
況
状
行
進
の
業
作
、
か
る
い
て

れ
さ
定
判
が
否
合
の
へ
ク
ン
ラ
Ｂ
、
ク
ン
ラ

り
刈
草
で
ち
持
面
な
剣
真
は
者
験
受
。
す
ま

は
果
結
査
審
能
技
、
い
行
を
業
作

1

2
ケ

。
す
ま
れ
さ
表
発
に
後
月

は
定
剪
の
木
高
も
し
折

4

ま
決
と
下
以
ｍ

や
ガ
ケ
る
け
お
に
業
作
り
刈
草
に
ら
さ
、
り

い
て
れ
さ
告
報
が
生
発
の
故
事
傷
損
の
損
物

、
り
作
を
り
ま
決
、
則
規
な
う
よ
の
ど
。
す
ま

遵
で
場
現
業
作
も
て
し
施
実
を
会
習
講
全
安

ん
み
、」
餅
た
い
描
に
絵
「
ば
れ
け
な
れ
さ
守

事
、
一
第
全
安
『、
け
掛
心
を
業
作
全
安
で
な

。
い
た
い
ら
も
て
め
進
て
し
指
目
を
』
ロ
ゼ
故

に
志
有
員
会
性
女
、
は
会
員
委
躍
活
性
女

イ
種
各
、
を
品
作
り
作
手
な
ろ
い
ろ
い
る
よ

や
園
稚
幼
の
内
市
、
り
た
し
売
販
で
ト
ン
ベ

ま
い
て
し
援
支
を
動
活
る
す
附
寄
に
校
学
小

舎
庁
穂
大
、
た
ま
。
す

3

た
れ
さ
設
開
に
階

流
交
の
員
会
や
作
制
の
品
作
、
き
開
を
ル
ク

し
ら
晴
素
た
し
作
制
が
ん
さ
な
み
は
回
今

冬
る
な
く
寒
ら
か
れ
こ
、
ら
か
中
の
品
作
い

な
適
最
に
用
着
の
時
出
外
や
事
仕
ち
立
の
場

た
な
ど
も
て
い
履
で
分
自
、
く
か
温
と
ら
く

で
品
作
る
れ
ば
喜
も
て
し
ト
ン
ゼ
レ
プ
に
か

ぞ
品
も
ど
な
袋
手
や
子
帽
に
か
ほ
の
こ
。
す

、
は
方
の
望
希
ご
入
購。
す
ま
り
お
て
し
え
ろ

さ
島
成
3
2
0
9
―
5
2
1
1
―
0
9
0
☎

ち
待
お
。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
で
ま
ん

。
す
ま
り
お
て
し

草刈り技能実技講習会の様子

女性会員による手作り作品

　襖
・
障
子
張
り
は
植
木
の
剪
定
、
草
取
り

と
と
も
に
シ
ル
バ
ー
事
業
の
草
分
け
で
す
。

現
在
こ
の
事
業
に
従
事
し
て
い
る
寺
島
さ
ん

を
今
鹿
島
の
作
業
場
に
訪
ね
現
状
を
聞
き
ま

し
た
。

　作
業
場
は
廃
園
に
な
っ
た
幼
稚
園
の
教
室

を
利
用
し
、
寺
島
さ
ん
は
襖
張
り
替
え
作
業
、

も
う
一
人
の
会
員
久
保
田
さ
ん
は
障
子
張
り

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
寺
島
さ
ん
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
平
成
11
年
の
入
会
以

来
、
長
く
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
が
年
齢
的
に
仕
事
が
き
つ
く
な

り
、
7
年
前
か
ら
こ
の
事
業
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
当
時
は4

名
が
従
事
し
て
い
ま
し
た

が
、
や
め
た
会
員
の
補
充
が
な
か
な
か
難
し

く
、
事
業
が
継
続
す
る
か
が
悩
み
の
種
の
よ

う
で
し
た
。

　昨
今
、
畳
や
襖
、
障
子
が
な
い
家
が
増
え

て
来
て
い
ま
す
が
、
仕
事
は
十
分
に
あ
る
と

の
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
作
業
場

に
は
た
く
さ
ん
の
受
注
票
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
お
客
様
か
ら
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

技
術
と
信
頼
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
寺
島
さ
ん
は
修
理
が
好
き
で
、
健
康
で

働
け
、
喜
ん
で
く
れ
る
お
客
さ
ん
の
顔
を
見

る
の
が
楽
し
く
、
稼
ぎ
は
二
の
次
と
の
事
！

　襖
に
新
し
い
紙
を
張
り
素
手
で
表
面
を
柔

ら
か
く
触
れ
て
仕
上
が
り
具
合
を
確
認
す
る

作
業
が
印
象
的
で
、
技
術
の
高
さ
と
職
人
魂

が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。
何
と
か
多
く
の
後
継

者
が
現
れ
、
長
期
的
な
視
野
で
技
術
を
習
得

し
て
も
ら
い
、
こ
の
事
業
が
継
続
す
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

た
れ
さ
施
実
が
会
習
講
技
実
能
技
刈
草

！
中
売
販
を
品
作
り
作
手
な
き
て
す

況
現
の
り
張
子
障
・
襖

襖張り中の寺島さん
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→

広報誌きずな

Vol.027 より

→

広報誌きずな

Vol.027 より ↓

広報誌きずな

Vol.030 より ↓

！
物
り
贈
も
年
今

小
、
ら
か
前
年
数
は
で
会
員
委
躍
活
性
女

を
物
り
贈
の
袋
着
巾
る
れ
入
を
ど
な
箸
お
や

2
月
27

今
、
日

の
郷
上
、
崎
沼
、
島
鹿

3

入
に
校
学
小
の
つ

い
わ
か
、
に
名
0
4
1
員
全
生
入
新
る
す
学

の
い
祝
お
、
み
包
を
袋
着
巾
で
紙
装
包
い
い

長
校
の
校
学
の
れ
ぞ
れ
そ
、
を
筒
封
た
え
添

。
た
し
ま
け
届
に
生
先

第
、
月
毎
が
志
有
の
員
会

1

第
、

3

日
曜
水

込
を
心
真
に
寧
丁
で
布
る
な
異
の
様
模
や
色

入学祝いを贈る女性会員たちと小学校校長

　

た
し
ま
り
い
れ
恐
』
！
寿
米
『

仕事中の佐藤さん

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
目
的

の
一
つ
は
、
高
齢
者
が
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
保
ち
、
健
康
で
、
労
働
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
社
会
の
た
め
に
働
く
手
助
け

を
す
る
こ
と
で
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
、
働

く
よ
ろ
こ
び
と
健
康
が
堅
く
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
す
。

　セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
長
期
的
な
仕
事
に

就
業
中
の
会
員
の
最
高
齢
者
は
、
こ
の
6
月

に
め
で
た
く
米
寿
（
満
88
歳
）
を
迎
え
た
佐

藤
淳
さ
ん
で
す
。

　佐
藤
さ
ん
は
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
つ
く

ば
駅
周
辺
の
駐
輪
場
の
利
用
状
況
調
査
の
業

務
で
月
に
5
〜
6
日
、
1
日
6
時
間
の
仕
事

に
就
業
し
、
3
年
目
で
す
。
66
歳
で
セ
ン
タ

ー
に
入
会
し
、
そ
れ
以
来
、
22
年
間
、
つ
く

ば
市
の
セ
ン
タ
ー
広
場
周
辺
の
駐
輪
場
の
管

理
、
放
置
自
転
車
の
調
査
な
ど
の
仕
事
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
く
ば
Ｔ
Ｘ
の
開
通
の

は
る
か
前
か
ら
の
就
業
で
、
セ
ン
タ
ー
広
場

周
辺
の
変
遷
を
逐
一
見
つ
め
て
き
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
健
康
で
若
々
し
く
、
と
て
も
88

歳
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
と
く
べ
つ
健
康
面
で

意
識
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

大
き
な
病
気
も
、
入
院
の
経
験
も
な
く
、
一

戸
建
て
の
自
宅
で
一
人
暮
し
、
自
炊
を
し
て

い
ま
す
。

　佐
藤
さ
ん
の
生
活
で
驚
く
こ
と
は
、
健
康

の
た
め
に
毎
朝
9
千
歩
程
を
早
足
で
散
歩

し
、
月
に
3
〜
5
回
ゴ
ル
フ
を
し
、
週
に
1

回
は
プ
ー
ル
に
行
く
そ
う
で
す
。
自
動
車
は

事
故
に
注
意
し
、
家
族
の
勧
め
に
よ
り
安
全

機
能
装
置
付
き
で
、
他
人
を
同
乗
さ
せ
な
い

こ
と
に
徹
し
て
い
ま
す
。ま
た
、『
怒
ら
な
い
』

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
違
法
駐
輪
自
転
車

へ
の
紙
貼
り
や
指
導
作
業
で
お
客
さ
ん
か
ら

苦
情
が
あ
っ
て
も
、
逆
に
「
さ
り
げ
な
く
諭

す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

な
い
の
も
『
年
の
功
』
、
い
や
、
佐
藤
さ
ん

の
人
柄
が
な
せ
る
業
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
、
い
つ
ま
で
も
頑
張
っ
て
下

さ
い
。
セ
ン
タ
ー
の
誇
り
で
す
。

　5
月
29
日
、
朝
は
あ
い
に
く
の
雨
。
そ
れ

で
も
8
名
が
大
穂
支
所
に
参
集
。
9
時
30
分

に
は
北
条
大
池
近
く
の
筑
波
総
合
体
育
館
を

出
発
し
、
山
口
第
2
コ
ー
ス
か
ら
宝
篋
山
山

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　雨
も
す
っ
か
り
止
み
、
涼
し
く
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
に
は
絶
好
の
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
コ
ー
ス
は
な
だ
ら
か
で
比
較
的
登
り

や
す
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
歩
い
て
み
る

と
か
な
り
き
つ
く
、
男
性
会
員
が
女
性
会
員

を
引
っ
張
り
上
げ
る
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　み
ん
な
大
汗
で
山
頂
に
到
着
。
４
６
１
m

と
い
う
低
山
な
が
ら
達
成
感
を
満
喫
、
ほ
ん

の
り
ま
る
く
感
じ
る
地
平
線
や
霞
ケ
浦
の
眺

望
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　下
山
で
は
足
を
滑
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
立

ち
木
を
つ
か
ん
で
慎
重
に
降
り
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
「
春
の
桜
の
時
期
に
ま
た
来
た
い

ね
」
と
の
話
も
出
て
、
こ
れ
は
恒
例
行
事
に

な
り
そ
う
な
予
感
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

大
穂
地
区
活
動
レ
ポ
ー
ト

　
﹇
宝
篋
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
﹈

宝篋山頂上にて

】
区
地
部
田
谷
【

2
月
18

度
年
今、
日

3

・
ト
プ
ダ
ア
の
目
回

）
園
公
（
子
里
が
）
員
会
（
親
里
、
え
増
次

。
す
ま
い
で
ん
喜
同
一
と
の
も
た
し
着

の
そ
、
ン
ワ
ン

に
ト
ス
ポ
は
他

位
順
に
順
い
近

げ
投
、
い
行
を

喜
一
に
び
た
る

者
賞
入
、
憂
一

か
や
さ
さ
は
に

ト
ン
ゼ
レ
プ
な

し
楽
、
り
あ
が

り
な
と
流
交
い

。
た
し
ま

ゲームに興じるボランティア参加者の皆様

－会員の活動紹介－元気ではたらく仲間たち

広報誌きずな

Vol.025 より

←

広報誌きずな Vol.025 より ↓

センタは－、広報

誌「きずな」とホ

ームページで、会

員の活動状況を

お知らせしてい

ます。

↑

ホームページは

ここからアクセス

できます。
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刈
草
の
度
年
今
で
園
公
畑
皆
、
旬
下
月

の
後
午
、
前
午
が
会
習
講
技
実
能
技

2

施
実
回

ク
ン
ラ
Ａ
中
い
寒
る
降
の
雨
霧
。
た
し
ま
れ
さ53

員
委
査
審
内
（
名

10

技
実
、
と
）
む
含
を
名

者
験
受
定
検

16

講
能
技
。
た
し
ま
し
席
出
が
名

方
の
検
点
守
保
の
機
り
刈
草
け
掛
肩
は
で
会
習

ら
さ
、
い
扱
取
な
切
適
の
で
業
作
り
刈
草
と
法

故
事
散
飛
の
物
異
の
ど
な
属
金
や
石
や
ガ
ケ
に

。
た
し
ま
り
あ
が
明
説
て
い
つ
に
策
対
止
防

わ
行
が
験
試
定
検
技
実
、
後
の
習
講
能
技

、
を
中
る
守
見
が
員
査
審
定
検
、
れ

16

の
名

験
試
う
払
り
刈
で
機
り
刈
草
け
掛
肩
を
草
雑

の
機
り
刈
草
は
定
検
能
技
。
た
し
ま
け
受
を

れ
ら
と
り
取
り
刈
に
い
れ
き
が
草
雑
、
い
扱

Ａ
ら
か
ど
な
況
状
行
進
の
業
作
、
か
る
い
て

れ
さ
定
判
が
否
合
の
へ
ク
ン
ラ
Ｂ
、
ク
ン
ラ

り
刈
草
で
ち
持
面
な
剣
真
は
者
験
受
。
す
ま

は
果
結
査
審
能
技
、
い
行
を
業
作

1

2
ケ

。
す
ま
れ
さ
表
発
に
後
月

は
定
剪
の
木
高
も
し
折

4

ま
決
と
下
以
ｍ

や
ガ
ケ
る
け
お
に
業
作
り
刈
草
に
ら
さ
、
り

い
て
れ
さ
告
報
が
生
発
の
故
事
傷
損
の
損
物

、
り
作
を
り
ま
決
、
則
規
な
う
よ
の
ど
。
す
ま

遵
で
場
現
業
作
も
て
し
施
実
を
会
習
講
全
安

ん
み
、」
餅
た
い
描
に
絵
「
ば
れ
け
な
れ
さ
守

事
、
一
第
全
安
『、
け
掛
心
を
業
作
全
安
で
な

。
い
た
い
ら
も
て
め
進
て
し
指
目
を
』
ロ
ゼ
故

に
志
有
員
会
性
女
、
は
会
員
委
躍
活
性
女
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各
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を
品
作
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作
手
な
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ろ
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、
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適
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仕
ち
立
の
場

た
な
ど
も
て
い
履
で
分
自
、
く
か
温
と
ら
く

で
品
作
る
れ
ば
喜
も
て
し
ト
ン
ゼ
レ
プ
に
か

ぞ
品
も
ど
な
袋
手
や
子
帽
に
か
ほ
の
こ
。
す

、
は
方
の
望
希
ご
入
購。
す
ま
り
お
て
し
え
ろ

さ
島
成
3
2
0
9
―
5
2
1
1
―
0
9
0
☎

ち
待
お
。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
で
ま
ん

。
す
ま
り
お
て
し

草刈り技能実技講習会の様子

女性会員による手作り作品

　襖
・
障
子
張
り
は
植
木
の
剪
定
、
草
取
り

と
と
も
に
シ
ル
バ
ー
事
業
の
草
分
け
で
す
。

現
在
こ
の
事
業
に
従
事
し
て
い
る
寺
島
さ
ん

を
今
鹿
島
の
作
業
場
に
訪
ね
現
状
を
聞
き
ま

し
た
。

　作
業
場
は
廃
園
に
な
っ
た
幼
稚
園
の
教
室

を
利
用
し
、
寺
島
さ
ん
は
襖
張
り
替
え
作
業
、

も
う
一
人
の
会
員
久
保
田
さ
ん
は
障
子
張
り

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
寺
島
さ
ん
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
平
成
11
年
の
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以
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に
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が
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に
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事
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に
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が
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い
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た

が
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た
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の
補
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が
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な
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、
事
業
が
継
続
す
る
か
が
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が
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が
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は
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と

の
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で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
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、
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が
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。
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様
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ら
の
要
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に
応
え
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る

技
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と
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が
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の
こ
と
と
思
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ま

す
。
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島
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は
修
理
が
好
き
で
、
健
康
で

働
け
、
喜
ん
で
く
れ
る
お
客
さ
ん
の
顔
を
見

る
の
が
楽
し
く
、
稼
ぎ
は
二
の
次
と
の
事
！

　襖
に
新
し
い
紙
を
張
り
素
手
で
表
面
を
柔

ら
か
く
触
れ
て
仕
上
が
り
具
合
を
確
認
す
る

作
業
が
印
象
的
で
、
技
術
の
高
さ
と
職
人
魂

が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。
何
と
か
多
く
の
後
継

者
が
現
れ
、
長
期
的
な
視
野
で
技
術
を
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得

し
て
も
ら
い
、
こ
の
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業
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継
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す
る
こ
と

を
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う
ば
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り
で
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。
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れ
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手
な
き
て
す

況
現
の
り
張
子
障
・
襖

襖張り中の寺島さん

9

広報誌きずな

Vol.026 より

→

広報誌きずな

Vol.027 より

→

広報誌きずな

Vol.027 より ↓

広報誌きずな

Vol.030 より ↓

！
物
り
贈
も
年
今

小
、
ら
か
前
年
数
は
で
会
員
委
躍
活
性
女

を
物
り
贈
の
袋
着
巾
る
れ
入
を
ど
な
箸
お
や

2
月
27

今
、
日

の
郷
上
、
崎
沼
、
島
鹿

3

入
に
校
学
小
の
つ

い
わ
か
、
に
名
0
4
1
員
全
生
入
新
る
す
学

の
い
祝
お
、
み
包
を
袋
着
巾
で
紙
装
包
い
い

長
校
の
校
学
の
れ
ぞ
れ
そ
、
を
筒
封
た
え
添

。
た
し
ま
け
届
に
生
先

第
、
月
毎
が
志
有
の
員
会

1

第
、

3

日
曜
水

込
を
心
真
に
寧
丁
で
布
る
な
異
の
様
模
や
色

入学祝いを贈る女性会員たちと小学校校長

　

た
し
ま
り
い
れ
恐
』
！
寿
米
『

仕事中の佐藤さん

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
目
的

の
一
つ
は
、
高
齢
者
が
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
保
ち
、
健
康
で
、
労
働
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
社
会
の
た
め
に
働
く
手
助
け

を
す
る
こ
と
で
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
、
働

く
よ
ろ
こ
び
と
健
康
が
堅
く
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
す
。

　セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
長
期
的
な
仕
事
に

就
業
中
の
会
員
の
最
高
齢
者
は
、
こ
の
6
月

に
め
で
た
く
米
寿
（
満
88
歳
）
を
迎
え
た
佐

藤
淳
さ
ん
で
す
。

　佐
藤
さ
ん
は
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
つ
く

ば
駅
周
辺
の
駐
輪
場
の
利
用
状
況
調
査
の
業

務
で
月
に
5
〜
6
日
、
1
日
6
時
間
の
仕
事

に
就
業
し
、
3
年
目
で
す
。
66
歳
で
セ
ン
タ

ー
に
入
会
し
、
そ
れ
以
来
、
22
年
間
、
つ
く

ば
市
の
セ
ン
タ
ー
広
場
周
辺
の
駐
輪
場
の
管

理
、
放
置
自
転
車
の
調
査
な
ど
の
仕
事
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
く
ば
Ｔ
Ｘ
の
開
通
の

は
る
か
前
か
ら
の
就
業
で
、
セ
ン
タ
ー
広
場

周
辺
の
変
遷
を
逐
一
見
つ
め
て
き
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
健
康
で
若
々
し
く
、
と
て
も
88

歳
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
と
く
べ
つ
健
康
面
で

意
識
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

大
き
な
病
気
も
、
入
院
の
経
験
も
な
く
、
一

戸
建
て
の
自
宅
で
一
人
暮
し
、
自
炊
を
し
て

い
ま
す
。

　佐
藤
さ
ん
の
生
活
で
驚
く
こ
と
は
、
健
康

の
た
め
に
毎
朝
9
千
歩
程
を
早
足
で
散
歩

し
、
月
に
3
〜
5
回
ゴ
ル
フ
を
し
、
週
に
1

回
は
プ
ー
ル
に
行
く
そ
う
で
す
。
自
動
車
は

事
故
に
注
意
し
、
家
族
の
勧
め
に
よ
り
安
全

機
能
装
置
付
き
で
、
他
人
を
同
乗
さ
せ
な
い

こ
と
に
徹
し
て
い
ま
す
。ま
た
、『
怒
ら
な
い
』

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
違
法
駐
輪
自
転
車

へ
の
紙
貼
り
や
指
導
作
業
で
お
客
さ
ん
か
ら

苦
情
が
あ
っ
て
も
、
逆
に
「
さ
り
げ
な
く
諭

す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

な
い
の
も
『
年
の
功
』
、
い
や
、
佐
藤
さ
ん

の
人
柄
が
な
せ
る
業
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
、
い
つ
ま
で
も
頑
張
っ
て
下

さ
い
。
セ
ン
タ
ー
の
誇
り
で
す
。

　5
月
29
日
、
朝
は
あ
い
に
く
の
雨
。
そ
れ

で
も
8
名
が
大
穂
支
所
に
参
集
。
9
時
30
分

に
は
北
条
大
池
近
く
の
筑
波
総
合
体
育
館
を

出
発
し
、
山
口
第
2
コ
ー
ス
か
ら
宝
篋
山
山

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　雨
も
す
っ
か
り
止
み
、
涼
し
く
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
に
は
絶
好
の
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
コ
ー
ス
は
な
だ
ら
か
で
比
較
的
登
り

や
す
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
歩
い
て
み
る

と
か
な
り
き
つ
く
、
男
性
会
員
が
女
性
会
員

を
引
っ
張
り
上
げ
る
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　み
ん
な
大
汗
で
山
頂
に
到
着
。
４
６
１
m

と
い
う
低
山
な
が
ら
達
成
感
を
満
喫
、
ほ
ん

の
り
ま
る
く
感
じ
る
地
平
線
や
霞
ケ
浦
の
眺

望
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　下
山
で
は
足
を
滑
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
立

ち
木
を
つ
か
ん
で
慎
重
に
降
り
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
「
春
の
桜
の
時
期
に
ま
た
来
た
い

ね
」
と
の
話
も
出
て
、
こ
れ
は
恒
例
行
事
に

な
り
そ
う
な
予
感
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

大
穂
地
区
活
動
レ
ポ
ー
ト

　
﹇
宝
篋
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
﹈

宝篋山頂上にて

】
区
地
部
田
谷
【

2
月
18

度
年
今、
日

3

・
ト
プ
ダ
ア
の
目
回

）
園
公
（
子
里
が
）
員
会
（
親
里
、
え
増
次

。
す
ま
い
で
ん
喜
同
一
と
の
も
た
し
着

の
そ
、
ン
ワ
ン

に
ト
ス
ポ
は
他

位
順
に
順
い
近

げ
投
、
い
行
を

喜
一
に
び
た
る

者
賞
入
、
憂
一

か
や
さ
さ
は
に

ト
ン
ゼ
レ
プ
な

し
楽
、
り
あ
が

り
な
と
流
交
い

。
た
し
ま

ゲームに興じるボランティア参加者の皆様

－会員の活動紹介－元気ではたらく仲間たち

広報誌きずな

Vol.025 より

←

広報誌きずな Vol.025 より ↓

センタは－、広報

誌「きずな」とホ

ームページで、会

員の活動状況を

お知らせしてい

ます。

↑

ホームページは

ここからアクセス

できます。

10

刈
草
の
度
年
今
で
園
公
畑
皆
、
旬
下
月

の
後
午
、
前
午
が
会
習
講
技
実
能
技

2

施
実
回

ク
ン
ラ
Ａ
中
い
寒
る
降
の
雨
霧
。
た
し
ま
れ
さ53

員
委
査
審
内
（
名

10

技
実
、
と
）
む
含
を
名

者
験
受
定
検

16

講
能
技
。
た
し
ま
し
席
出
が
名

方
の
検
点
守
保
の
機
り
刈
草
け
掛
肩
は
で
会
習

ら
さ
、
い
扱
取
な
切
適
の
で
業
作
り
刈
草
と
法

故
事
散
飛
の
物
異
の
ど
な
属
金
や
石
や
ガ
ケ
に

。
た
し
ま
り
あ
が
明
説
て
い
つ
に
策
対
止
防

わ
行
が
験
試
定
検
技
実
、
後
の
習
講
能
技

、
を
中
る
守
見
が
員
査
審
定
検
、
れ

16

の
名

験
試
う
払
り
刈
で
機
り
刈
草
け
掛
肩
を
草
雑

の
機
り
刈
草
は
定
検
能
技
。
た
し
ま
け
受
を

れ
ら
と
り
取
り
刈
に
い
れ
き
が
草
雑
、
い
扱

Ａ
ら
か
ど
な
況
状
行
進
の
業
作
、
か
る
い
て

れ
さ
定
判
が
否
合
の
へ
ク
ン
ラ
Ｂ
、
ク
ン
ラ

り
刈
草
で
ち
持
面
な
剣
真
は
者
験
受
。
す
ま

は
果
結
査
審
能
技
、
い
行
を
業
作

1

2
ケ

。
す
ま
れ
さ
表
発
に
後
月

は
定
剪
の
木
高
も
し
折

4

ま
決
と
下
以
ｍ

や
ガ
ケ
る
け
お
に
業
作
り
刈
草
に
ら
さ
、
り

い
て
れ
さ
告
報
が
生
発
の
故
事
傷
損
の
損
物

、
り
作
を
り
ま
決
、
則
規
な
う
よ
の
ど
。
す
ま

遵
で
場
現
業
作
も
て
し
施
実
を
会
習
講
全
安

ん
み
、」
餅
た
い
描
に
絵
「
ば
れ
け
な
れ
さ
守

事
、
一
第
全
安
『、
け
掛
心
を
業
作
全
安
で
な

。
い
た
い
ら
も
て
め
進
て
し
指
目
を
』
ロ
ゼ
故

に
志
有
員
会
性
女
、
は
会
員
委
躍
活
性
女

イ
種
各
、
を
品
作
り
作
手
な
ろ
い
ろ
い
る
よ

や
園
稚
幼
の
内
市
、
り
た
し
売
販
で
ト
ン
ベ

ま
い
て
し
援
支
を
動
活
る
す
附
寄
に
校
学
小

舎
庁
穂
大
、
た
ま
。
す

3

た
れ
さ
設
開
に
階

流
交
の
員
会
や
作
制
の
品
作
、
き
開
を
ル
ク

し
ら
晴
素
た
し
作
制
が
ん
さ
な
み
は
回
今

冬
る
な
く
寒
ら
か
れ
こ
、
ら
か
中
の
品
作
い

な
適
最
に
用
着
の
時
出
外
や
事
仕
ち
立
の
場

た
な
ど
も
て
い
履
で
分
自
、
く
か
温
と
ら
く

で
品
作
る
れ
ば
喜
も
て
し
ト
ン
ゼ
レ
プ
に
か

ぞ
品
も
ど
な
袋
手
や
子
帽
に
か
ほ
の
こ
。
す

、
は
方
の
望
希
ご
入
購。
す
ま
り
お
て
し
え
ろ

さ
島
成
3
2
0
9
―
5
2
1
1
―
0
9
0
☎

ち
待
お
。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
で
ま
ん

。
す
ま
り
お
て
し

草刈り技能実技講習会の様子

女性会員による手作り作品

　襖
・
障
子
張
り
は
植
木
の
剪
定
、
草
取
り

と
と
も
に
シ
ル
バ
ー
事
業
の
草
分
け
で
す
。

現
在
こ
の
事
業
に
従
事
し
て
い
る
寺
島
さ
ん

を
今
鹿
島
の
作
業
場
に
訪
ね
現
状
を
聞
き
ま

し
た
。

　作
業
場
は
廃
園
に
な
っ
た
幼
稚
園
の
教
室

を
利
用
し
、
寺
島
さ
ん
は
襖
張
り
替
え
作
業
、

も
う
一
人
の
会
員
久
保
田
さ
ん
は
障
子
張
り

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
寺
島
さ
ん
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
平
成
11
年
の
入
会
以

来
、
長
く
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
が
年
齢
的
に
仕
事
が
き
つ
く
な

り
、
7
年
前
か
ら
こ
の
事
業
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
当
時
は4

名
が
従
事
し
て
い
ま
し
た

が
、
や
め
た
会
員
の
補
充
が
な
か
な
か
難
し

く
、
事
業
が
継
続
す
る
か
が
悩
み
の
種
の
よ

う
で
し
た
。

　昨
今
、
畳
や
襖
、
障
子
が
な
い
家
が
増
え

て
来
て
い
ま
す
が
、
仕
事
は
十
分
に
あ
る
と

の
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
作
業
場

に
は
た
く
さ
ん
の
受
注
票
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
お
客
様
か
ら
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

技
術
と
信
頼
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
寺
島
さ
ん
は
修
理
が
好
き
で
、
健
康
で

働
け
、
喜
ん
で
く
れ
る
お
客
さ
ん
の
顔
を
見

る
の
が
楽
し
く
、
稼
ぎ
は
二
の
次
と
の
事
！

　襖
に
新
し
い
紙
を
張
り
素
手
で
表
面
を
柔

ら
か
く
触
れ
て
仕
上
が
り
具
合
を
確
認
す
る

作
業
が
印
象
的
で
、
技
術
の
高
さ
と
職
人
魂

が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。
何
と
か
多
く
の
後
継

者
が
現
れ
、
長
期
的
な
視
野
で
技
術
を
習
得

し
て
も
ら
い
、
こ
の
事
業
が
継
続
す
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

た
れ
さ
施
実
が
会
習
講
技
実
能
技
刈
草

！
中
売
販
を
品
作
り
作
手
な
き
て
す

況
現
の
り
張
子
障
・
襖

襖張り中の寺島さん



公益社団法人つくば市シルバー人材センター

交通案内 ： つくバス

北部シャトルバス 15 分

つくばセンター ⇔ 花 畑 ⇔ 大穂窓口センター

吉沼シャトルバス 30 分

研 究 学 園 駅 ⇔ 国土地理院 ⇔ 大穂窓口センター

※シルバー人材センターは

２階です。

つくば市役所大穂庁舎

https://www.tsukuba-sjc.or.jp/
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